
猪又さん夫妻は
こんな人♪

小
こ も り

森 吉
よ し み

美さ ん

　 草木が生い茂っ た状態の物件を 見にき た猪又さ んた

ちを見て ｢どんな人なんだろ う ？｣ と 思い、 声を掛け

てみまし た。 話し てみると 、 と ても 気さ く な人たちで

人あたり も 良く 、 穏やかな二人でし た。

　 旅行が趣味と 聞いて、一緒にどう かと 誘っ てみると 、

ぜひと 言っ てく れて、 今では毎年、 旅行を 楽し んでい

ます。 また、 地域の奉仕作業や役員会に家族で積極的

に参加し てく れて、 本当にう れし いです。 そんな猪又

さ んたちと こ れから も 一緒に地域を盛り 上げ、 古民家

宿 ｢いにし えの風｣ を応援し ていき たいですね♫

こ こ にも 、 一つの物語。
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地域の行事にも 積極的に参加し てく れる

猪又さ んたちの夢を応援し 続けたい！

　 島田掛川信用金庫川根支店は川根本町唯一の信用金庫と

し て預金や融資、 為替などの金融サービスをはじ め、 地域住

民や事業を営む人々を支えています。 経営理念 ｢お客さ まと

共に信用金庫も 栄え明る い職場と 幸福な家庭をつく る ｣ を掲

げ、 人口減少にあえぐ 町内の事業者の操業支援を行っていま

す。 また、 社内の人材育成にも 力を注ぎ、 持続可能な地域社

会の実現を目指し 、 地域に必要と さ れる 地域密着型金融に取

り 組んでいます。

　 地方創生の取り 組みの一つと し て ｢地元就職応援プロ ジェ

ク ト ｣ を進めている 同信用金庫。 地元企業が抱える 若者の人

材不足を解消する ため、 さ まざまな支援を打ち出し 、 若者の

U タ ーン就職を後押し し ています。 同支店長の平口慶喜さ ん

は ｢川根地域の活性化のためには人材育成が一番の鍵。 川根

高校生や地元の若者を積極的に雇用し 、 地域に貢献でき る 人

材と し て育てる 体制を整えていま す｣ と 話し 、「 今後も 行政

や商工会、 事業者と の情報共有を進め、 地域創生のために一

層強固に連携し ていき たい。 こ れから も 川根地域の繁栄のた

めに創造力を持って行動し 、 皆様から 愛さ れる よ う に、 職員

全員が「 川根本町の代表」 だと 意識し て取り 組んでいき たい」

と 力強く 続けまし た。

こ の町で暮ら す人や仕事をさ さ え続ける
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又
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。

　
克
弥
さ
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件
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れ
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。
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又
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。
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介
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　 西村さ んのこ だわり は、「 目標を 持ち、 今から でき

るこ と 一つずつやっていく 」 こ と だと 話し てく れまし

た。 実践し ている具体的なこ と は、〈 あいさ つ・ 礼儀〉

〈 身だし なみ・ 言葉遣い〉〈 コ ンプラ イアンスの遵守 ( 会

社や社会の規則・ ルールを守るこ と )〉 の３ つを教え

てく れまし た。 目標を 達成するために、 今から でき

るこ と は何かを考えるこ と が重要だと 感じ まし た。

　 西村さ んが教えてく れた実践内容は、

私達も 今から できるこ と だと 思います。

学校生活や自身の将来など、 し っ かり と

目標を 持ち、 それに向かっ て一つずつ

できるこ と を自分なり にやっていきたい

です。

川根高校２ 年 大
お お い し

石 司
つ か さ こ

子さ ん（ 吉田町）

高校生ラ イ タ ー

社会人とし てのこだわりは？

さん

古民家宿 いにし えの風　 　 　 ＆

　 　 鉄橋の杜キャンプ場

（ 地名区）

（ 崎平区）

猪
い の ま た

又 克
か つ や

弥　 　・  恭
き ょ う こ

子さ んさ ん

こ の町で、 暮ら し て
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町にはたく さ んの企業があり 、 そこ では多く の人が働いています。

こ のコ ーナーでは、 そんな企業の思いを紹介し 、 働いている人の

社会人とし てのこだわり などを川根高校生がリ ポート し ます。

”目標に向かって、
      一つずつ実践！”

『 地方創生室』 を 設立し 、 行政や

商工会議所・ 商工会など関係機関

と 連携し 、 地域活性化への取り 組

みを 強化し ています！

島田掛川信用金庫川根支店の

ここがすごい！

川根支店窓口 西
に し む ら

村亜 
あ ゆ み

由美 
高校生がラ イ タ ー

お仕事紹介リ レー

忘年会の様子！
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